
剰
余
金
を
還
元
す
る
案
な
ど
を
承
認

京
都
府
料
理
飲
食
業
福
祉
厚
生
事
業
協
会 

定
時
総
会

京
都
府
料
理
飲
食
業
組
合
連
合
会 

理
事
会

ふぐ処理師試験
予備講習会

＼ 今年こそフグを品書きに! ／

組
合
員
増
・
広
報
に
力
点
を

寿
司
生
衛
総
会

　

網
野
町
料
飲
組
合
の
組
合
長
を
長
く
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
山
副

昭
夫
（
や
ま
ぞ
え
・
あ
き
お
）
氏
が
、
去
る
令
和
７
年
４
月
23
日
、

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
69
歳
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

合
格
率
実
績
は
１
０
０
％

一
歩
先
の
ワ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に

　

来
る
令
和
７
年
９
月

３
日
（
水
）
に
、
一
般

財
団
法
人 

日
本
ソ
ム
リ

エ
協
会
（
Ｊ
・
Ｓ
・
Ａ
）

認
定
の
ワ
イ
ン
検
定（
ブ

ロ
ン
ズ
ク
ラ
ス
）
が
行

わ
れ
る
。
講
師
の
１
人

が
先
頃
、
ワ
イ
ン
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
資
格
を
取

得
し
た
中
立
売
組
合
の

藤
田
恒
二
郎
理
事
長
で

※詳細は本紙8月号にて

：

：
：

令和7年9月16日（火）＠京都食文化ミュージアムあじわい館（京都市下京区中堂寺南町130）
令和7年9月17日（水）＠三河屋（京丹後市峰山町荒山371-4）
36000円（教本・実技ふぐ代込み）
ひばなや 八田
［LINE ID］@052wvltd
［携帯SMS］090（3035）8188（※必ずメッセージでお願いします）

開催日・場所

講 習 費
問い合わせ

あ
り
、
組
合
員
各
位
に
、

何
か
還
元
で
き
な
い

か
？ 

と
い
う
発
想
で
、

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
内
容
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
に
ブ

ロ
ン
ズ
ク
ラ
ス
で
も
獲

る
値
打
ち
は
あ
る
と
思

い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

主
に
ワ
イ
ン
の
品
種

に
つ
い
て
講
習
で
学
び
、

検
定
試
験
が
行
わ
れ
る
。

：

：
：

：

：

令和７年９月３日（水）
14:20～15:50　講習会（90分）
15:50～16:00　休憩
16:00～16:40　検定試験（テキスト記載事項より出題）
検定日において20歳以上の方
令和７年7月4日（金）～8月4日（月）
日本ソムリエ協会のオフィシャルウェブサイトからのみ受付▶
https://www.winekentei.com
畑かく（上記オフィシャルウェブサイトからの申し込み画面で、
会場：畑かく、もしくは藤田講師を選択）
11000円（テキスト代込み ※テキストなしの場合は9020円）

開催日時

受検資格
申し込み

会 場

受 験 料

：
：
：
：
：

令和７年9月1日（月）18:30～20:30
ザ・ゲートホテル京都高瀬川
9000円（食事付き）
令和７年7月4日（金）～8月4日（月）まで
京都 北白川天然ラジウム温泉 えいせん京　担当：藤田
TEL.075（781）4525／090（7496）2400　kjr.fujita.2@docomo.ne.jp

開催日時
会 場
受 講 料
申し込み
問合わせ

より確実に、また次を目指そうという向きには、
実際に試験に出るワインのテイスティングも含めた勉強会も行われる。

少
人
数
で
は
あ
る
が
、

す
で
に
去
る
４
月
に
１

度
同
検
定
を
実
施
し
て

お
り
、
合
格
率
は
何
と

１
０
０
％
！ 

　

合
格
者
に
は
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
型
の
バ
ッ
ジ
が

贈
ら
れ
る
。「
ワ
イ
ン
を

出
し
た
い
け
ど
詳
し
く

な
く
て
…
」「
資
格
は
欲

し
い
け
ど
ソ
ム
リ
エ
は

難
し
い
し
…
」
と
い
う

組
合
員
各
位
、
名
講
師

に
よ
る
検
定
は
大
チ
ャ

ン
ス
だ
。

訃 報

　

去
る
令
和
７
年
５
月

８
日
（
木
）、
午
後
６
時

よ
り
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

都
ホ
テ
ル
京
都
に
お
い

て
、
京
都
府
寿
司
生
活

衛
生
同
業
組
合
が
第
63

期 

定
時
総
会
を
開
催
し

た
。
令
和
６
年
度
の
事

業
・
決
算
報
告
、
監
査

報
告
、
令
和
７
年
度
の

事
業
計
画
・
収
支
予
算

案
な
ど
、
全
て
了
承
さ

れ
た
。

　

佐
々
木
邦
泰
理
事
長

は
「
組
合
員
増
加
、
ま

た
そ
れ
に
付
随
す
る
広

報
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、

総
会
終
了
後
に
は
恒
例

の
懇
親
会
（
宴
）
に
移

行
し
、
組
合
員
、
来
賓

ら
50
名
あ
ま
り
が
参
加
、

芸
妓
・
舞
妓
ら
も
交
え

て
親
睦
を
深
め
た
。

危
機
感
を
持
っ
て
事
業
を

麺
類
生
衛
総
会

　

去
る
令
和
７
年
５
月

21
日
（
水
）、
午
後
５
時

30
分
よ
り
、ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
京
都
に
お
い
て
、

京
都
府
麺
類
生
活
衛
生

同
業
組
合
の
第
67
回
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

令
和
６
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

令
和
７
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
な
ど
、

全
て
了
承
さ
れ
た
。

　

三
嶋
吉
晴
理
事
長
は
組

合
運
営
に
つ
い
て
「
真
剣

に
組
合
員
の
新
規
加
入
、

危
機
感
を
持
っ
て
事
業

を
。
そ
の
た
め
に
広
く
意

見
を
募
り
た
い
」
と
今
期

の
抱
負
を
語
っ
た
。
総
会

後
の
懇
親
会
で
は
、
今
回

は
同
ホ
テ
ル
の
和
食
が
供

さ
れ
、
組
合
員
、
来
賓
ら

30
名
あ
ま
り
が
参
加
し
、

舌
鼓
を
打
っ
た
。

主催：京都府ふぐ組合

　

京
都
府
料
理
飲
食
業
福

祉
厚
生
事
業
協
会（
以
下
、

事
業
協
会
）
が
去
る
令
和

７
年
５
月
27
日
（
火
）、

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に

お
い
て
午
後
４
時
か
ら
令

和
７
年
度
の
定
時
総
会

を
、
京
都
府
料
理
飲
食
業

組
合
連
合
会
（
以
下
、
連

合
会
）
が
同
日
午
後
５
時

か
ら
理
事
会
を
、
そ
れ
ぞ

れ
開
催
し
た
。

　

事
業
協
会
の
総
会
に
つ

い
て
特
に
重
要
な
議
題
と

し
て
は
、
昨
年
の
総
会
よ

り
剰
余
金
の
使
い
み
ち
が

議
題
と
な
っ
て
い
た
が
、

事
業
協
会
に
事
務
委
託
し

て
い
る
組
合
に
、
剰
余
金

の
一
部
を
「
労
働
保
険
加

入
推
進
補
助
金
」
と
し
て

昨
年
度
の
会
費
額
に
応
じ

て
各
組
合
に
還
元
し
、
労

働
保
険
の
加
入
促
進
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
提
案
。
こ
れ
が
認
め
ら

れ
、
そ
の
他
の
議
案
も
全

て
承
認
さ
れ
た
。

　

事
業
協
会
は
労
働
保
険

未
加
入
事
業
所
の
一
掃
を

目
指
し
対
策
を
強
化
し
て

お
り
、
牧
野
順
二
理
事
長

は
「
労
働
保
険
は
強
制
加

入
で
あ
り
、
求
人
の
際
に

も
必
須
と
な
る
。
加
入
事

業
所
が
増
え
れ
ば
、
定
期

的
に
補
助
金
を
分
配
す
る

こ
と
も
可
能
で
、
組
合
全

体
の
増
強
に
も
つ
な
が

る
」
と
述
べ
、
理
解
と
協

力
を
求
め
た
。

　

ま
た
牧
野
理
事
長
の
就

任
と
同
時
に
、
新
た
に
三

嶋
吉
晴
氏
が
理
事
長
代
理

に
、
吉
田
昌
弘
氏
が
常
任

理
事
に
、
木
村
裕
一
氏
と

藤
田
恒
二
郎
氏
が
理
事
に

就
任
し
た
。

　

連
合
会
も
提
出
さ
れ
た

報
告
、
議
案
は
全
て
承
認

さ
れ
、
一
部
規
約
改
正
を

行
っ
た
。
役
員
人
事
と
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
常
任
理

事
、
監
事
を
務
め
た
本
村

哲
朗
氏
と
上
野
博
史
氏
が

退
任
し
た
こ
と
を
う
け
謝

意
が
述
べ
ら
れ
、
新
た
に

木
村
裕
一
氏
が
常
任
理
事

に
、田
中
登
氏
が
監
事
に
、

杉
山
公
和
氏
が
理
事
に
就

任
し
た
。

　

ま
た
事
務
局
長
（
先
述

の
連
合
会
規
約
改
正
に
よ

り
事
務
長
か
ら
変
更
）
に

は
、
土
居
豊
弘
氏
が
就
任

し
て
い
る
。

　

同
時
に
去
る
令
和
７
年

３
月
31
日
付
で
、
宮
津
料

飲
組
合
が
解
散
し
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
同
組
合
の

脱
退
が
報
告
さ
れ
た
。

　

総
会
、
理
事
会
の
終
了

後
は
合
同
の
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
体
制
を
整
え
新
た

な
１
年
に
向
け
て
乾
杯

し
、
懇
親
を
行
っ
た
。

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２５年（令和７年）６月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３８２号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

京
都
北
部
も
視
野
に
入
れ

飲
食
生
衛
組
合 
総
代
会

　

去
る
令
和
６
年
５
月

26
日
（
月
）、
午
後
４
時

よ
り
、Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
京
都
に

お
い
て
、
京
都
府
飲
食

業
生
活
衛
生
同
業
組
合

の
令
和
６
年
度 

第
58
期 

通
常
総
代
会
が
行
わ
れ
、

約
30
名
が
参
加
し
た
。

　

事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算
案
な
ど
、
７

つ
の
議
案
に
つ
い
て
の

審
議
と
３
つ
の
報
告
な

ど
が
な
さ
れ
、
全
て
承

認
さ
れ
た
。

　

中
で
も
決
算
に
つ
い

て
は
単
年
度
単
位
で
は

黒
字
を
達
成
、
来
期
に

続
け
た
い
と
し
た
。

　

牧
野
順
二
理
事
長
は

そ
の
挨
拶
の
中
で
、「
限

ら
れ
た
予
算
で
は
あ
る

が
、
個
店
に
役
立
つ
事
業
、

実
の
あ
る
こ
と
を
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
、
来
る
７
月
１

日
に
は
政
策
金
融
公
庫

と
共
同
で
外
国
人
従
業

員
雇
用
に
つ
い
て
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と

発
表
し
た
（
左
記
参
照
）。

　

さ
ら
に
、
宮
津
料
飲

組
合
が
解
散
し
た
こ
と

を
受
け
、
京
都
北
部
の

組
合
に
つ
い
て
、
入
会

を
募
る
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
き
た
い
と
も

語
っ
た
。

　

総
会
後
は
勝
目
康
衆

議
院
議
員
ら
を
来
賓
に

迎
え
懇
親
会
を
開
催
、

親
睦
を
深
め
た
。

上
野
博
史
前
理
事
長
に
旭
日
双
光
章

組
合
の
発
展
、
生
活
衛
生
向
上
に
貢
献

　

２
０
２
５
年
春
の
叙

勲
に
つ
い
て
、
京
都
府

中
華
料
理
生
活
衛
生
同

業
組
合
前
理
事
長
の
上

野
博
史
さ
ん
が
こ
の
度
、

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
京
都
府
中

華
料
理
生
活
衛
生
同
業

組
合
と
し
て
は
大
変
喜

ば
し
い
事
で
す
。

　

上
野
前
理
事
長
は
１

９
３
９
年
生
ま
れ
の
85

才
。
１
９
５
８
年
高
校

卒
業
後
、
京
都
ホ
テ
ル

（
現
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京

都
）に
就
職
し
バ
ー
に
勤

務
さ
れ
、
接
客
に
つ
い
て

の
知
識
を
得
て
10
年
後

の
１
９
６
８
年
に
自
身
の

居
酒
屋
を
開
業
、
人
間

関
係
、
人
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
た
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、
中
国
と
の

国
交
回
復
が
あ
り
、
中

国
の
将
来
性
を
見
込
み

中
華
料
理
に
転
業
、「
中

華
料
理 

一
品
香
」
を
１

９
７
８
年
に

設
立
、
中
国

よ
り
調
理
師

を
招
聘
し
、

女
性
に
優
し

い
、
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
中
華

料
理
を
テ
ー

マ
に
開
店
さ

れ
現
在
も
営
業
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

開
業
と
同
時
に
中
華

料
理
組
合
に
入
会
さ
れ
、

数
年
の
後
に
理
事
に
推

薦
さ
れ
、
組
合
活
動
に

参
加
、
さ
ら
に
数
年
後

に
は
常
務
理
事
、
副
理

事
長
と
務
め
、
２
０
２

０
年
に
理
事
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
理
事
長

就
任
後
は
、
公
正
、
公

平
な
目
線
で
財
政
再
建

に
取
り
組
ま
れ
、
長
年

の
繰
り
越
し
損
を
解
消
、

黒
字
に
転
化
、
運
営
内

容
に
つ
い
て
も
オ
ー
プ

ン
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
で
は
、
組
合
員

の
加
入
促
進
、
地
域
市

民
と
の
交
流
、
顧
客
獲

得
の
為
の
物
品
配
布
、

料
理
研
修
、
食
品
栄
養
・

３
組
合
の
統
合
を
事
実
上
決
定

洛
北
料
飲
連
合
会

衛
生
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

役
員
研
修
、
全
国
の
中

華
料
理
組
合
員
と
の
交

流
、
情
報
交
換
と
積
極

的
に
参
加
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
実

施
し
、
京
都
府
中
華
料

理
生
活
衛
生
同
業
組
合

の
正
常
化
を
成
し
遂
げ

ら
れ
、
生
活
衛
生
向
上

に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
連
団
体
で
は
京
都

府
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー
及
び
協
議
会

理
事
、
京
都
府
料
理
飲

食
業
組
合
連
合
会
監
事
、

京
都
府
飲
食
業
福
祉
厚

生
事
業
協
会
理
事
、
京

都
料
理
飲
食
業
国
民
健

康
保
険
組
合
理
事
、
全

国
飲
食
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
理
事
も

務
め
ら
れ
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

　

趣
味
と
し
て
は
、
60

才
の
還
暦
時
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ

ソ
ン
を
見
事
完
走
。
四

国
八
十
八
ヵ
所
の
お
参

り
を
３
年
か
け
２
回
お

参
り
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局　

田
中
誠
一

　

洛
北
料
理
飲
食
業
組

合
連
合
会
は
去
る
令
和

７
年
５
月
26
日
（
月
）

午
後
５
時
よ
り
、
下
鴨 

福
助
に
お
い
て
定
時
総

会
を
行
い
、
14
名
が
参

加
し
た
。

　

事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
、
事
業
計
画
案
、

予
算
案
な
ど
が
全
て
承

認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
大

き
な
動
き
と
し
て
、
か

ね
て
か
ら
議
題
に
上

が
っ
て
い
た
連
合
会
を

構
成
す
る
洛
北
料
旅
飲

食
業
組
合
、
洛
北
喫
茶

飲
食
業
組
合
、
洛
北
観

光
料
旅
飲
食
業
組
合
の

一
本
化
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
た
。
各
組
合
の
総

会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
既
に

承
認
さ
れ
て
お
り
、
事

実
上
、
一
本
化
は
決
定
。

中
東
久
雄
会
長
を
筆
頭

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員

計
20
名
で
準
備
委
員
会

を
結
成
、
１
年
の
準
備

期
間
を
経
て
来
春
の
発

足
を
目
指
す
。

　

総
会
後
は
来
賓
を
迎

え
、
35
名
が
参
加
し
懇

親
会
を
行
っ
た
。

人材不足解消のカギ！～外国人雇用の秘訣～
日　時：2025年7月1日（火）14:30～16:30
会　場：京都産業会館ホール（京都経済センタービル2階）
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京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

暑
い
ほ
ど
の
晴
天
下

山
蔭
神
社
例
大
祭

　

去
る
令
和
７
年
５
月

８
日
（
木
）、
山
蔭
神
社

に
お
い
て
例
大
祭
が
行

わ
れ
、
髙
橋
英
一
敬
神

会
会
長
、
寺
田
紳
一
京

都
料
理
組
合
長
ら
組
合

関
係
者
36
名
が
参
加
し

た
。

　

参
加
者
は
お
祓
い
を

受
け
神
饌
を
奉
納
、
神

職
が
祝
詞
を
奏
上
、
玉

串
を
奉
っ
た
。
毎
年
恒

例
の
式
庖
丁
も
披
露
さ

れ
、
笙
や
篳
篥
（
ひ
ち

り
き
）
の
調
べ
と
と
も

に
生
間
流
式
庖
丁
を

奉
っ
た
。

　

当
日
は
暑
さ
を
感
じ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て

新
規
加
入
の
呼
び
か
け
を
！

　

料
飲
国
保
で
は
、
料

理
飲
食
業
の
お
店
を
経

営
し
て
い
る
個
人
事
業

主
の
方
に
新
規
加
入
の

呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。

　

原
材
料
費
等
の
諸
物

価
が
高
騰
す
る
中
、
一

定
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
事
業
主
の
方
は
、
料

飲
国
保
の
保
険
料
が
安

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

年
齢
に
関
係
な
く
従
業

員
の
健
診
費
用
が
無
料

の
「
組
合
健
診
」
や
、

40
歳
以
上
の
方
の
健
診

費
用
が
無
料
に
な
る
「
ミ

ニ
ド
ッ
ク
」、
低
額
（
無

料
）
で
受
診
で
き
る
「
人

間
ド
ッ
ク
」
等
の
お
得

で
充
実
し
た
健
診
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
師
と
一

緒
に
、
生
活
改
善
が
必

要
な
方
へ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

　

加
入
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

も
活
用
し
て
、
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
料
飲

国
保
を
、
お
知
り
合
い

の
飲
食
店
の
経
営
者
に

も
、
是
非
、
勧
め
て
下

さ
い
。

健
診
未
受
診
者
の
医
療
費
は
約
１
・
７
倍

〜
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
健
診
を
〜

　

５
月
に
令
和
７
年
度

の
特
定
健
康
診
査
受
診

券
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、

次
々
と
健
診
予
約
が

入
っ
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
の
健
診
受
診
者

の
一
人
当
た
り
年
間
医

療
費
の
平
均
２
１
１
８

６
３
円
に
対
し
て
、
未

受
診
者
の
平
均
医
療
費

は
３
５
３
８
２
４
円
と

約
１
・
７
倍
で
し
た
。

歯
科
健
診
で
歯
周
病
や
む
し
歯
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
料
飲
国
保
で
は
、
歯
科
健

診
費
用
を
助
成
（
20
歳
以
上
：
年
度
内
１
回
４
４

０
０
円 
償
還
払
い
）
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
医
療
機
関
は
京
都
府
歯
科
医
師
会
加
入
の

歯
科
医
院
に
限
り
ま
す
。
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

事
前
に
、
料
飲
国
保
組
合
ま
で
電
話
で
申
請
し
て

か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

　

健
診
受
診
者
は
40
歳

以
上
の
被
保
険
者
の

46
・
３
％
で
半
数
以
上

の
方
が
受
診
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

増
加
す
る
医
療
費
の

節
減
の
た
め
に
も
、
是

非
、
健
診
受
診
に
よ
り

疾
病
を
早
期
に
発
見
さ

れ
、
重
症
化
し
な
い
よ

う
早
期
治
療
を
お
願
い

し
ま
す
。

役
員
留
任
で
継
続
運
転

料
理
生
衛
総
会

　

去
る
令
和
７
年
５
月

28
日（
水
）午
後
５
時
よ

り
鶴
清
に
お
い
て
、
来

賓
と
し
て
京
都
府 

文
化

生
活
部 

小
林
京
子
副
部

長
、
京
都
市 

保
健
福
祉

局 

医
療
衛
生
推
進
室 

医

療
衛
生
担
当 

南
秀
明
部

長
を
招
き
、
令
和
７
年 

通
常
総
会
が
行
わ
れ
た
。

　

事
業
報
告
、
収
支
決

算
、
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
な
ど
７
つ
の

議
案
を
全
て
承
認
、
役

員
改
選
期
で
あ
り
、
１

名
の
勇
退
が
あ
っ
た
が

補
充
は
行
わ
ず
、
園
部

平
八
理
事
長
以
下
、
そ

の
他
の
役
員
は
留
任
し

顧
問
を
含
め
25
名
の
体

制
で
運
営
を
行
う
。

　

ま
た
令
和
８
年
か
ら

会
費
の
改
正
を
行
い
、

京
都
市
内
の
組
合
員
会

費
は
２
０
０
０
円
に
、

京
都
府
下
の
組
合
員
は

据
え
置
き
と
す
る
こ
と

で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
各
組
合
の

理
事
長
、
組
合
長
ら
の

来
賓
を
迎
え
47
名
が
懇

親
会
に
参
加
し
、
親
睦

を
深
め
た
。

40
歳
代
以
上
の
方
の
約
半
数
が
!?

〜
歯
み
が
き
で 

丈
夫
な
体
の 

基
礎
づ
く
り
〜

　

６
月
４
日
〜
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

で
す
。
お
口
の
健
康
は
、

全
身
の
健
康
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
、
毎
日
の
歯
磨

き
等
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と

歯
科
医
や
歯
科
衛
生
士

等
の
専
門
家
に
よ
る
ケ

ア
を
受
け
て
「
お
口
の

健
康
を
守
る
習
慣
」
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

歯
周
病
と
は
、
プ
ラ
ー

ク（
歯
垢
）内
の
「
歯
周

病
菌
」
に
よ
っ
て
、
歯

ぐ
き
に
炎
症
が
起
こ
る

病
気
で
す
。
初
期
は
自

覚
症
状
が
出
に
く
く
、

静
か
に
進
行
し
ま
す
。

歯
ぐ
き
の
炎
症
に
よ
っ

て
出
て
く
る
毒
性
物
質

が
歯
肉
の
血
管
か
ら
全

身
に
入
る
と
、
糖
尿
病

や
心
筋
梗
塞
等
の
病
気

を
引
き
起
こ
し
た
り
悪

化
さ
せ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
歯
周
病
の
予
防

治
療
を
行
う
こ
と
で
、

全
身
の
様
々
な
病
気
の

リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
特
に
喫

煙
者
は
非
喫
煙
者
の
２

〜
８
倍
歯
周
病
に
か
か

り
や
す
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

第486号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

◇
定
期
的
な
歯
科
健
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

年　度
（円）

健診受診者
健診未受診者

R3
215,084
405,073

R4
216,242
383,409

R5
211,863
353,824

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

（円）

R3 R4 R5

健診受診者と未受診者の
1人当たり年間医療費比較

■健診受診者　 健診未受診者

る
ほ
ど
の
晴
天
で
、　

髙

橋
会
長
は
多
数
の
参
詣

に
感
謝
を
述
べ
、「
素
晴

ら
し
い
日
和
、
素
晴
ら

し
す
ぎ
る
ほ
ど
。
こ
れ

か
ら
迎
え
る
夏
、 

天
候

不
順
、
寒
暖
差
に
気
を

つ
け
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。

　

ま
た
直
会
で
室
川
喜

幸
宮
司
は
昭
和
34
年
に

創
建
さ
れ
た
山
蔭
神
社

に
つ
い
て
、「
４

年
後
、
鎮
座
か

ら
70
周
年
を
迎

え
る
と
き
に
は

敬
神
会
会
員
を

増
や
し
て
望
み

た
い
」
と
述
べ

た
。
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ソウルフードを
ウィットな名前で

鯖ハーブへしこ

弥次喜多（やじきた）
与謝郡与謝野町字石川877
TEL.0772（42）0843

山本　善彦
Yamamoto  Yoshihiko

＼ ／

同店で働き始めて8年ほど。その前は金沢で働いた。
「仕込みの量がすごくて。大量の海老の天ぷらに追われ
る夢見ました（笑）」。今も漁師からの仕入れなど苦労は
あるが、店のNo.2としてできることは増えたし、自前
の船を出し、釣果を調理して出すことも。「旅行に行っ
たらウチの店みたいな店を探します（笑）」と言えるほ
ど、愛着も誇りもある仕事場だ。

取材協力：有限会社 エムユーカンパニー
京丹後市大宮町河辺3266　☎0772（64）3833

約1/3缶にパクチーを加え、鯖を包んだ感じのだし巻きに。卵液は卵2個分ぐ
らいで、小型卵焼き器を使用した。上等な缶詰でもあり原価を3割強として、
思い切って売価は980円ぐらいか。出汁とアヒージョの相性は良く、美味い

「青春アヒージョ」は90gで864円。「中
身よりネーミングありきで（笑）」。実はこ
の商品以降、「鯖威張（サバイバル）」「うっ
とり（鰻×鶏）」「サバージャンボ宝缶」な
ど、商品化歴多数

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

　
　
　
ス
キ
ー
を
教
え
て
ま
し
た

デ
カ
く
て
深
い
、
京
都
市
み
た
い
な
組
合

会
計
は
粛
々
と
、
盛
り
立
て
て
い
け
れ
ば

　

会
計
理
事
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
が
、
実
は

正
式
に
は
ま
だ
…
（
笑
）。

６
月
の
総
会
で
正
式
に

就
任
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
思
う
ん
で
す
が
、

こ
の
取
材
を
お
受
け
し

て
い
る
現
時
点
で
は
ま

だ
未
遂
な
ん
で
す
（
笑
）。

　

当
組
合
は
青
年
会
が

あ
り
ま
し
て
、
そ
の
会

長
を
10
年
ぐ
ら
い
で
す

か
、
ず
っ
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
コ
ロ
ナ
前

に
退
い
て
い
ま
し
て
、

代
議
員
で
は
あ
り
ま
し

た
。
代
議
員
制
で
す
の

で
、理
事
長
、副
理
事
長
、

会
計
理
事
が
２
名
、
理

事
が
３
名
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
数
少
な
い
理
事
で
、

し
か
も
初
な
ん
で
す
。

そ
れ
も
い
き
な
り
会
計

で
す
か
ら
ね
。
と
は
言

え
、
理
事
長
の
栗
栖
正

博
さ
ん
か
ら
直
々
の
ご

指
名
で
し
て
、「
井
山

ち
ゃ
ん
、
た
の
む
わ
。
で

き
る
で
き
る
」
と
（
笑
）。

父
が
魚
菜
鮨
商
の
理
事

長
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
ま
し
た
し
、
私
自
身

も
料
理
研
究
会
の
会
長

を
兼
任
で
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
ま
す
ん
で
、「
長
」

が
つ
く
と
や
っ
ぱ
り
大

変
や
な
ぁ
、
と
か
、
逆
に

こ
う
い
う
も
の
か
、
と

か
、
研
究
会
の
料
理
講

習
会
で
味
噌
造
り
と
か

ね
、
仕
切
っ
て
き
た
の

で
、
そ
の
経
験
が
会
計

に
ど
う
役
立
つ
か
分
か

り
ま
せ
ん
け
ど
（
笑
）、

何
事
も
経
験
、
と
い
う

心
構
え
で
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、

も
と
も
と
単
位
組
合
と

い
う
の
は
警
察
署
の
所

管
だ
っ
た
わ
け
で
、
当

組
合
は
当
時
の
五
条
署

管
内
の
飲
食
店
の
集
ま

り
で
し
た
。
今
は
そ
の

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
変

わ
り
ま
し
た
し
、
魚
菜

と
か
、
各
生
衛
さ
ん
の

よ
う
に
業
種
ご
と
で
す

と
地
域
は
広
範
囲
に
な

り
ま
す
が
、
当
組
合
の

気
質
と
い
う
か
、
今
も

そ
の
エ
リ
ア
感
と
い
う

か
、
町
内
感
と
か
、
地

元
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

何
と
い
う
か
、
ご
近

所
っ
ぽ
さ
が
あ
っ
て
、

安
心
で
き
る
と
い
う
か
。

こ
れ
は
青
年
会
の
頃
か

ら
思
っ
て
い
て
、
親
会

の
栗
栖
理
事
長
は
じ
め
、

諸
先
輩
方
の
お
話
を
聞

い
て
い
る
と
「
徹
夜
で

麻
雀
や
っ
て
た
」
と
か
、

和
気
あ
い
あ
い
と
い
う

か
、
仲
良
く
や
っ
て
は
っ

た
ん
や
な
ぁ
、
と
。

　

組
合
の
サ
イ
ズ
と
し

て
は
大
き
い
の
で
、
ロ
ー

カ
ル
で
あ
り
、
大
き
い

組
織
。
京
都
市
み
た
い

な
存
在
？ 

デ
カ
く
て
、

深
い
（
笑
）。
そ
ん
な
感

じ
で
す
。

　

あ
と
、
ア
レ
で
す
。
祇

園
祭
の
組
合
。
御
輿
の

祇
園
祭
じ
ゃ
な
く
て
、

山
鉾
の
祇
園
祭
。
あ
ぁ
、

こ
れ
が
分
か
り
や
す
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
東
山
さ
ん

も
祇
園
祭
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
の
辺
り
は
鉾

町
も
多
い
で
す
し
。

　

室
町
通
、
新
町
通
の
、

糸
偏
の
町
衆
で
す
ね
。

友
人
、
知
人
に
も
関
係

者
は
多
い
で
す
し
、
私

が
家
業
に
就
い
た
頃
か

ら
、
出
前
に
行
っ
た
先

で
感
じ
る
反
物
の
匂
い
。

あ
る
ん
で
す
よ
、
独
特

な
匂
い
が
。
思
え
ば
子

供
の
頃
か
ら
そ
う
い
う

環
境
で
遊
ん
で
ま
し
た

ね
。
だ
い
た
い
５
階
建

て
ぐ
ら
い
の
建
物
で
、

反
物
を
入
れ
た
大
き
な

段
ボ
ー
ル
で
か
く
れ
ん

ぼ
し
た
り
、
昭
和
50
年

ぐ
ら
い
で
す
が
、
幼
稚

園
の
入
園
式
な
ん
て
、

に
聞
き
ま
し
た

五
条
料
理
飲
食
業
組
合
　
会
計
理
事
　
井
山
和
彦

い  

や
ま 

か
ず 

ひ
こ

子
供
の
頃
は
、
呉
服
問
屋
や
帯
問
屋
の
社
屋
で
遊
ん
で
い
た
。

将
来
の
こ
と
、
家
業
の
こ
と
は
、
実
は
あ
ま
り
考
え
ず
、

学
生
時
代
か
ら
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
サ
ウ
ン
ド
バ
ー
の
厨
房
で
働
い
た
。

20
代
前
半
で
家
業
に
就
い
た
が
、
バ
ン
ド
も
続
け
た
。

そ
ん
な
音
楽
青
年
が
、
今
は
仕
出
し
の
名
店
の
看
板
を
背
負
い
、

随
一
の
サ
イ
ズ
を
誇
る
組
合
の
会
計
理
事
に
、
満
を
持
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。

井
傳
（
い
で
ん
）

父
の
修
一
氏
は
「
仕
出
し
屋
の
最
も
良
い
時
代
を
見
て
き

た
」と
い
う
、
明
治
40
年
創
業
の
仕
出
し
の
名
店
。
四
代
目

と
な
る
和
彦
氏
は
、
仕
出
し
や
弁
当
の
配
達
に
バ
イ
ク
で

駆
け
回
る
。「
各
家
の
味
」
を
把
握
し
、
ご
ち
そ
う
を
家
や

会
社
に
運
ぶ
と
い
う
家
業
を
今
も
貫
き
つ
つ
、
料
理
屋
と

し
て
の
側
面
も
。
見
栄
え
が「
バ
エ
」と
呼
ば
れ
る
今
、「
そ

こ
は
弱
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
」と
謙
遜
す
る
が
、
同
店

の
弁
当
を
「
し
み
じ
み
、
美
味
い
で
す
ね
ぇ
」
と
評
す
る
同

業
者
も

光
客
が
認
識
し
て
い
る

ワ
ー
ド
、こ
れ
が
「
す
し
・

天
ぷ
ら
」
だ
っ
た
の
が
、

今
は
「
弁
当
」
も
認
識

さ
れ
始
め
ま
し
た
。
こ

こ
に
「
仕
出
し
」
を
加

え
る
の
に
、
あ
と
一
歩
。

外
国
人
観
光
客
が
泊

ま
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
に
、

仕
出
し
を
お
届
け
す
る
、

な
ん
て
こ
と
が
普
通
に

な
っ
た
ら
、
と
思
い
ま

す
。
そ
う
や
っ
て
仕
出

し
の
裾
野
を
広
げ
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

夢
と
い
う
と
こ
ぢ
ん
ま

り
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

５
年
後
、
10
年
後
も
こ

の
仕
事
を
続
け
て
い
た

い
で
す
し
、
各
店
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
え
あ
っ
て
、

「
猫
型
の
出
汁
巻
を
開

発
」
な
ん
て
の
が
で
き

た
ら
面
白
い
で
す
よ
ね
。

残
っ
て
る
写
真
に
写
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
達
は

見
事
に
皆
さ
ん
留
め
袖

で
す
よ（
笑
）。
今
も
根
っ

こ
は
そ
う
い
う
気
質
だ

と
思
い
ま
す
。

　

会
計
の
話
に
戻
り
ま

す
が
、
芽
生
会
で
も
会

計
は
未
経
験
で
す
ん
で

ね
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
親
睦
と
か
余
興
と

か
の
方
が
得
意
な
ん
で

す
け
ど
ね
（
笑
）。
で
も

頼
れ
る
兄
貴
っ
て
感
じ

の
理
事
長
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
、
お
金

と
い
う
シ
ビ
ア
な
も
の

に
携
わ
り
ま
す
ん
で
、

粛
々
と
盛
り
立
て
て
い

け
れ
ば
、
と
。

　

も
ち
ろ
ん
、
時
代
も

代
わ
っ
て
、
こ
れ
は
当

店
の
話
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
外
国
人
観

京
都
市
中
京
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錦
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※
要
予
約

　京都北部に来るたび思う、へしこはやはりソウルフー
ドなのだと。今回の商品を扱う有限会社エムユーカンパ
ニーの代表取締役兼企画開発ディレクターである鵜飼正
樹さんによると、10年ほど前、同社の本家筋にあたる料
亭が100周年を迎えるに当たり「何か記念になる商品を」
というのが開発の起点だったという。「缶詰ブームみた
いな時代で、他にも意図は色々ありまして…」と鵜飼さ
ん。まずは、鯖嫌いを鯖好きにすること。特に子供が敬

遠しがちな鯖をいかに食べや
すくするか。他にも「丹後らし
くて、ふるさと納税も視野に
（笑）」と様々な思惑を詰めた1
缶だ。開発は糠床から。だが
これが以外とアッサリ決まる。
「『丹後の道場六三郎』みたいな
方がおられまして（笑）」。青臭

さを消すべくバジル、オレガノ、ペパーミント、ナンプ
ラーなどを入れた糠床は、その重鎮との話から得たヒン
トで一発着地。糠付きのままのへしこを鷹の爪・ニンニ
クとともにオリーブオイルで煮たこのアヒージョ缶詰、
さてその名前、なぜに青春か？ ちなみにキャッチコピー
は「地元じゃ負け知らず」。これでドラマ好きの賢明な読
者のご明察を待とう。ともあれ、感覚としてはスパニッ
シュサバ缶。今回はもう一度、和に戻してキッシュ的な
だし巻きに。メニュー名は「キッシュ鯖らしい（きっと素
晴らしい）だし巻き」なんてどうでしょう？
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